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2015 年 12 月 17 日 

 

 

当社独立社外役員の独立性基準 

 

１．社外取締役及び社外監査役について、当該候補者が現在又は過去 10 年において、次の 

  各項目に該当しない場合、独立性があると判断する。 

  １）当社グループの主要な取引先の業務執行者 

  ２）当社グループのメインバンクの業務執行者 

  ３）当社グループから一定額以上の金銭等を受けているコンサルタント、会計専門家 

又は法律専門家 

  ４）当社又は当社子会社の業務執行者 

  ５）当社子会社の業務執行者でない取締役 

  ６）当社の主要な株主の業務執行者 

  ７）就任の前 10 年以内のいずれかのときにおいて、当社又は当社子会社の取締役又は 

   監査役であったことがある者 

 

２．最初に就任してから 10 年を超えて社外役員に就任しない。但し、その任期中にその期 

  間に達する場合は、次期に任用しない。 

 

３．その他、当社の一般株主全体との間で上記にて考慮されている事由以外の事情で恒常 

  的な利益相反が生じるおそれのない人物であること。 

 

（※１）「主要な取引先」：直近の事業年度を含む３事業年度各年度の年間連結総取引高の 

2%以上を基準として判定 

 

（※２）「一定額以上の金銭等」：過去３年平均にて年間 1,000 万円以上の金銭その他財産 

   上の利益 

 

（※３）「主要な株主」：出資比率 10%以上の大株主 

 

 

                                   以  上 

                                   


